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論文審査の結果の要旨 

本論文で、申請者は生体認証の一つである歩容認証において、ill-posed silhouette から個人を認証する研究

成果についてまとめている。現在歩容認証では、シルエットに基づく認証手法が主流となっており、高品質の、き

れいな人物シルエットを抽出することができれば、高い精度での認証が可能となっている。しかしながら、実際の

歩容認証の適用場面を想定すると、高品質の、きれいな人物シルエットを抽出できることは稀である。例えば、荷

物を所持している人物のシルエットは、人物シルエットに加え、所持している荷物のシルエットが付加されたもの

になるし、物などの遮蔽物がある場合には、遮蔽された領域の情報は取得することができず、抽出される人物シル

エットは、遮蔽部分が欠けたものとなってしまう。つまり、抽出される人物シルエットは低品質の、劣化したもの

となってしまうことが多い。本論文は、このような、低品質の劣化した人物シルエットをill-posed silhouettes

とし、ill-posed silhouettesから歩容認証を実現するアプローチについてまとめている。具体的な内容として

は、本論文では、荷物所持に基づく人物シルエット劣化の問題、隠ぺいによる人物シルエット劣化の問題、カメラ

設定等に基づく人物シルエットの品質低下の問題に焦点を当て、それぞれにおいて貢献を報告している。 

 荷物所持に基づく人物シルエット劣化の問題においては、最新の機械学習アルゴリズムに基づく識別器を対象と

しているが、識別器を有効に学習するためには、適切なデータベースが必要である。しかしながら、既存の荷物所

持に係る歩容データベースは、被験者のバリエーション及び荷物所持方法のバリエーションの二つの点で不十分で

あり、そのようなデータベースからの学習では、実環境での歩容認証を高精度で実現する識別器学習は困難であっ

た。そこで、申請者は、6万人を超える被験者から、自由な荷物所持方法の歩容データを収集し、世界最大の歩容

データベースを構築することで、荷物所持歩容認証の高精度化に貢献している。 

 隠ぺいによる人物シルエット劣化の問題においては、欠損のある人物シルエット系列から、欠損のない歩容特徴

を再構成できる手法を構築している。この構築手法においては、深層学習における敵対的生成ネットワークの一手

法である、Wasserstein GAN (WGAN)を用い、特徴再構成の際の再構成誤差に加え、同じ人物の再構成歩容特徴は近

づくよう、また別人物の再構成歩容特徴は遠ざかるような損失関数を設定し学習することで、高精度化を実現可能

な手法を構築している。構築手法は、様々な隠ぺい状況を想定した評価実験において他手法よりも高い認証精度を

実現しており、隠ぺい状況下での歩容認証実現に大きな貢献をしている。 

カメラ設定等に基づく人物シルエットの品質低下の問題においては、認証対象となる歩行映像から取得可能な歩

容特徴以外の頭部特徴、身長特徴も抽出し、人物シルエットの時間解像度、空間解像度等を品質の定量指標とし

て、品質に応じて、歩容、頭部、身長を適切に組み合わせるマルチモーダル手法を提案し、評価を行っている。実

環境においては、シーンに応じてシルエットの品質が異なることが一般的であるため、この手法の有効性は高い。 

このように、本論文では実環境における高精度人物認証を実現するために非常に重要である、ill-posed 

silhouettesからの歩容認証を研究対象としており、その対象において、情報科学的なアプローチによる重要な貢

献がまとめられている。 

よって、博士（情報科学）の学位論文として価値のあるものと認める。 

 


